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都議会議員

夜間高校なくさないで！
せいの都議が6校の募集停止撤回求める

生徒にとって最後の砦
募集停止は撤回を

生徒募集停止が決定された都立夜間定時制高校

赤羽自主夜間中学
一歩ずつの会代表 尾朝 徹さん

不登校を経験したり、若い時期に学ぶ機会がなかった生徒、外国にルーツを持つ生徒
など、多様な学びのセーフティネットとしての役割を果たしている夜間定時制高校。通っ
ている生徒からは、「近くにあり自転車で行ける」、「少人数だから安心」、「夜だから勉強
できる」との声が寄せられており、都民の貴重な財産となっています。
ところが、東京都教育委員会は 10 月 23 日、都立夜間定時制高校６校（右図参照）
の生徒募集を来年度から停止することを決定、７学級２１０人の募集減で、学年制の夜間
定時制の募集は１２６０人から１０５０人に減少します。
これに先立ち、募集停止となった６校と、すでに今春募集停止となった立川高校を加え
た７校の定時制存続を求める７団体が、生徒募集の継続を求めて２万 5000 人分を超える
請願署名を提出しましたが、10 月 23 日の教育委員会では審議すらされませんでした。
これを受け、せいの恵子都議は 11 月 18 日の文教委員会事務事業質疑で、請願を議
題にもせず、署名が出されている事実も教育委員に知らせないまま行われた募集停止の
決定は、正しい情報に基づく判断とは言えないと追及、今回の募集停止決定は撤回し、
都民と徹底した議論を尽くすべきだと求めました。

私が運営する自主夜間中学で学ぶ外
国籍の生徒には日本語の壁が厚く、普
通高校になかなか入れません。そうし
た人たちにとって都立夜間定時制高校は
まさに最後の砦です。都教委の募集停
止は、断じて認めることができません。
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